
委員会活動報告　

「ＳＯＰ研修会」受講報告

「大気・臭気ＷＧ勉強会」報告 

特別企画セミナー報告

： 　田原市堀切町　　　　撮影日　 ： 　平成２９年１月２８日
： 　高橋 哲哉 氏 （株式会社イズミテック）
： 　毎年恒例の菜の花まつり。
　　地元のリピーターも圧巻な黄色一色です。
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環境・時の話題 

環境に関する喚起標語 入選作品紹介

事務局からのお知らせ
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心地よい春風吹く４月になると、恒例ともいえる通勤電車の

混雑、遅延が目立つようになる。新年度になって、乗り慣れ

ない新入社員や新入生の集団が通勤通学するためで、特

にドア付近の混雑はひどく乗降に時間がかかる。昔はこの

状況に気が急くこともあったが、今ではフレッシュな若者達

を見ていると、当時の自分を懐かしく想い何故か微笑ましく

なってくる。特に、リクルートスーツに身を包み、少し緊張気

味な新社会人を見ているとエールを送りたくなる。自由な

学生生活からいろんな面で束縛される社会人になって、最

初は戸惑いや辛い日々を送るかもしれないが、よく耳にす

る「石の上にも三年」のことわざのごとく、少しでも長い間、

忍耐強く頑張ってほしい。▼しかしながら、現在、若者の入

社３年以内の離職率は大卒で約３０％、高卒で約４０％とい

われている。大手や人気企業は依然として狭き門だが、中

小企業に対しては売り手市場であり、転職フェアも年中開

催され、残業が少ない、休みが多いなど、今より条件が良

い会社、やりたいことができる会社への転職機会が増え、

現代の若者が一つの会社に我慢して留まるという意識が希

薄化していることが窺われる。▼測定分析の業界において

も、各社が新規採用、人材確保に苦労されている。環境保

全に寄与する「やりがい」を求めて、将来有望な若者たちが

この業界に飛び込んでくることを願うばかりである。

文責：糸魚川　広



② 第１３９号 平成３１年４月２０日

委員会活動報告
アンケートなどにより皆様のご要望を是非協会にお寄せ

ください。６月１３日予定の環境測定分析新任者研修会

及びそのほかの研修会に多数のご参加をお待ちしてい

ます。

教育研修委員長　服部 寛和

◇広報委員会
　年度末は各社業務繁忙期となることから、従来のよう

に広報委員が一堂に会し会報誌の編集を行う方式では

なく、書面（メール）による委員会方式で２月に第４回委

員会を実施しました。書面委員会では、会報誌「あいか

んきょう」（第１３９号）の編集内容を決定するとともに、７

月発行予定の第１４０号についても編集方針について

検討を行いました。

　５月１日に「平成」から「令和」へと改元されますが、本

号は「平成」、次号からは「令和」で元号を統一させてい

ただきました。

　今後も会員の皆様に愛され親しみを持っていただけ

る会報誌の作成を目指して参ります。

広報委員長　林　辰哉

◇技術委員会
　平成最後の年度となりました。３１年度も皆様の情報

源として、また精度確認試験として積極的に参加してい

ただけるような技術委員会でありたいと思います。共同

実験・結果検討会では、グループディスカッションなど

を通じて皆様とお話をする中で、委員としても気付きや

勉強させられることも多く、より活発な委員会となること

を期待しております。今年度も皆様と一緒に会を盛り上

げていければと思います。

　＜水質・土壌ワーキング＞

　共同実験参加者から頂きましたアンケート結果を踏ま

え、平成３１年度第１回共同実験計画を進めておりま

す。８月頃の開催を予定しております。ぜひご参加のほ

どお願いいたします。

＜大気・臭気ワーキング＞

　１月１８日に勉強会を開催し、参加者は１８名となりま

した。事後アンケートの結果では、より多くのデータ提

示の要望など、参加者の皆様からはご意見を多数いた

だき、臭気測定への関心の高さが窺えました。

　平成３１年度第２回共同実験は、引き続き臭気関係の

共同実験を計画しております。開催時期は９月又は１０

月を予定しております。

＜騒音・振動ワーキング＞

　１１月に開催された第２回共同実験に関する報告会を

２月１４日に実施しました。参加者は１２名でした。瞬時

値から解析する方法と、レベルレコーダのチャート紙か

ら参加者自ら値を読み取り解析する方法を比較するな

ど、様々な条件の比較や検証により、振動レベルの傾

◇総務委員会
　平成３１年度「環境に関する喚起標語」の募集に際

し、皆様から多数の作品を応募いただき、心から感謝を

申し上げます。平成３０年度第３回総務委員会を２月１９

日に開催し、全１０５点の応募作品の選考を厳正に行い

ました。本紙上にて特選作品及び入選作品を発表いた

しますので、ご覧ください。特選作品は５月に行われる

定時社員総会にて表彰し、ポスターとして配布いたしま

すので各事業所内にてご活用ください。また平成３０年

度景況調査の結果につきましては、次号にて発表させ

ていただく予定です。

　また第４回総務委員会を３月１４日に開催し、３０年度

の事業実績及び３１年度の事業計画の確認などを行い

ました。

総務委員長　大野　哲

◇企画・対外交流委員会
　平成３０年度第３回の委員会を２月８日に開催し、３０

年度委員会活動の総括及び３１年度の活動予定につい

て報告し協議を行いました。

　３０年度の活動として、４月九州・種子島環境施設訪

問団の視察報告、６月環境月間講演会の講師選定、

１０月施設見学会の企画運営を行いました。なお、３

月２５日に開催した特別企画セミナーにつきましては、

本誌掲載の「特別企画セミナー報告」をご覧ください。

　３１年度の協会行事のうち、定時社員総会後の講演は

「働き方改革」を、また環境月間講演会は「ＳＤＧｓ」を

テーマとして講師候補の選定を行うこととしました。ま

た、施設見学会につきましては前回のアンケートを踏ま

え、ご期待に応えられるよう検討して参りたいと考えてい

ます。今後もより多くの会員皆様がご参加頂けるような

施設見学会、各講演会の企画運営を行って参ります。

企画・対外交流委員長　角　信彦

◇教育研修委員会
　１月２３日に１８名が参加しＳＯＰ研修会を開催しまし

た。（株）ユニケミー中安史隆氏からＳＯＰの意義と作成

手順について講義を受けた後、４つのグループに分かれ

演習を行いました、活発な議論によりＳＯＰの要点が身に

つき、参加者同士の交流も行えた有意義な研修会となり

ました。

　平成３１年度も引き続き研修会を企画しています。環境

測定分析の精度管理や技術の維持向上を図る研修な

ど、ご要望に応えていきたいと考えています。研修会の



③ 第１３９号 平成３１年４月２０日

ＳＯＰ（標準作業手順書）研修会　受講報告

三協熱研株式会社　　棚瀬　望

　１月２３日に開催されたＳＯＰ（標準作業手順書）研修

会に参加させていただきました。

　この研修会は午前と午後で内容が違い、午前中は

ＳＯＰの目的から作成手順や注意点、運用方法に関す

る説明、午後からは各グループに分かれてのＳＯＰの作

成演習を行いました。講義の中でＳＯＰとは試験を実施

するための具体的な作業を記述した文書であり、社内

で共通させて適用することで試験の標準化を図るもの

であることがわかりました。そして、操作方法や数値の

計算方法だけでなく室温や測定機器の温度条件、試薬

の情報などを詳しく書くことで試験を行う条件が統一さ

れ、誰が行っても正しい結果が出やすくなる役割もある

ことがわかりました。

　午前中の講義よりＳＯＰを作成する上で重要だと思っ

たことが２点あります。１つはＳＯＰに必要な情報として

精度管理の情報を盛り込んだ方がよいということです。

再現性や結果の検証、整合性の情報を盛り込むことに

よって、分析結果について具体的な数値がＳＯＰに記し

てあった方が結果の適性が判断しやすくなるので無駄

のない作業をすることができると考えたからです。２つめ

はＪＩＳや告示の方法を採用した理由を記入することで

す。ＳＯＰの見直しをする上で採用した方法の理由を知

ることは重要であり、作業をする上でもＳＯＰの作成者の

意図に沿った作業ができると思いました。さらに、加筆

する時や次の世代に引き継ぐ時にＳＯＰの作成者がい

なくても意図したことがわかるので作業が効率的になる

のではないかと思いました。

グループでのＳＯＰ作成

向を掴んでもらえたものと思います。この経験が、今後

の業務の一助になることを期待します。

技術委員長　波多野 群樹

◇ホームページ委員会
　平成３０年度第５回、第６回ホームページ委員会を１２

月２６日、２月１８日に開催し、ホームページ更新作業は

１月２４日に実施しました。

　第５回委員会では、写真コンテストについて全応募作

品を確認し、次回委員会で審査する旨を決定しました。

第６回委員会では、河野会長出席のもと、委員会の合

理化の一環として「広報委員会」と「ホームページ委員

会」の統合を３１年度に予定しているとの説明がありまし

た。写真コンテストについては、各賞及び入選作品を委

員による審査のうえ選定しました。各賞及び入選作品は

理事会の承認後協会ホームページ上で発表し、金賞受

賞者は愛環協通常総会において発表・表彰いたしま

す。

　現ホームページ委員会としての活動は３０年度で終了

となります。３１年度は、広報・ホームページ委員会発足

後、体制が整う迄の期間は現委員によるホームページ

の更新作業の実施を河野会長より要請され、委員全員

が了解しました。

ホームページ委員長　金田 哲夫

◇災害緊急時対応委員会
　平成３０年度第４回災害緊急時対応委員会を２月１９

日に開催しました。第４回委員会では、自治体との協定

に基づく調査を実施する際の協会としての対応方法な

どを整理した「災害緊急時対応要領」の原稿確認と本

年度の委員会活動の振り返りを行うとともに、平成３１年

度の活動方針を定めました。平成３１年度は、①災害

時協力認定会員への「災害緊急時対応要領」の周知、

②協定締結自治体との調査訓練などを通じた協定の実

施体制向上、③災害時における日環協本部や他県単と

の協力関係の構築などを重点に活動を進めて参りま

す。

　また、３月２５日の特別企画セミナーでは、「災害緊急

時における愛環協の役割について」と題し、自治体との

災害時の協力協定の概要、愛環協として取り組む意義

などについて講演を行いました。

　なお、平成３１年度は災害時協力認定会員の更新年

度となっており、現在、認定および名簿の作成を進めて

おります。認定証につきましては、名簿等の理事会承認

後に発送いたします。本年度も皆様のご協力をお願い

いたします。

災害緊急時対応委員長　林　昌史



④ 第１３９号 平成３１年４月２０日

平成３０年度 大気・臭気ＷＧ勉強会 報告

株式会社イズミテック　　内藤　茂

　平成３１年１月１８日、日本特殊陶業市民会館におい

て平成３０年度大気・臭気ＷＧの勉強会を開催し、１８

名が参加しました。「平成２３年度　共同実験　臭気強

度」以来、久しぶりに臭気に関係した勉強会の開催とな

ります。

　今回の勉強会のテーマは「異臭分析講習会」とし、下

　午後は４～５人のグループに分かれて実際にＳＳの分

析方法についてのＳＯＰを作成しました。グループ内で

話し合っているときに他社のＳＯＰ作成手順を聞くことが

できました。このようなことはあまりないので、とても貴重

な機会になりました。よいと思った方法は参考にして取

り入れていきたいと考えています。完成したＳＯＰは各

班の特徴がそれぞれにあり、どれも納得できるものばか

りでした。自班に足りなかった情報は他の班の方や講師

の方からアドバイスをいただきました。自分とは違う視点

から同じものを見ることで様々な発見があり、作業をす

る人の立場や状況を考え、その人の需要にあった情報

を盛り込むことがＳＯＰを作成する目的の一つであること

にも気づかされました。また、一見簡単そうな作業でも

具体的に書かれていないＪＩＳや環告だけでは違った解

釈をしてしまう可能性があるので、やはり操作手順は詳

しく書くことが重要だと実感しました。自社でＳＯＰを作

成する時は上記のことを参考にした上で、さらに自社風

にアレンジを加えたオリジナルのものになるのでしょう。

これは会社の財産になるだろうと思います。午後のグル

ープ実習を通して、ＳＯＰとはそれだけで成り立っている

ものではなく、様々な立場の人が意見を言うことで確立

できるものであり、多くの人が実際に運用することでより

研ぎ澄まされたよいものになるのではないかと考えまし

た。

　この研修会で学ばせていただいたことを生かして、こ

れからＳＯＰを作る際には必要な情報を推考し、読む人

のことを考えたものにします。それを多くの人に運用し

ていただくことによって書き加えられたり、書き換えられ

ることによって誰もが理解しやすく、作業しやすいＳＯＰ

を作ることができればいいと思いました。

　最後になりましたが、このような研修会を通して同業他

社とのコミュニケーションの場や、ＳＯＰの重要性、次世

代に今の技術や失敗を引き継ぐことの意義を考えるきっ

かけになったことを感謝いたします。またこのような機会

があれば参加したいと思います。ありがとうございまし

た。

大気・臭気ＷＧ 幹事

記に示す１～３の題目について実施しました。

　１．香気・臭気成分の分析基礎と前処理ツール及び

　　　試料導入について

　２．香気・臭気分析手法及び装置の紹介

　３．「特定悪臭物質の測定の方法」の一部改正について

　勉強会終了後、各テーマの「理解度」及び「今後の有

効（役立ち）度」について、５段階によるアンケートを実

施し、同時に同内容について「感想・意見」についても

アンケートを実施しました。

　１～３のアンケート結果では、「理解度」の評価値が高

く、「感想・意見」には「講師の方の説明が分かりやす

い」や「興味深かった」などの記載があり、アンケート結

果も平均４．３～４．４と高評価となりました。また、「今後

の有効度」では、アンケート結果が平均３．３～３．６と

「理解度」と比較して低い結果となりました。これは、日

常業務で実施している嗅覚試験や悪臭物質の分析と

違い、日常的な分析でないことが多く含まれていたこと

により、参加者の今後の有効度が低くなったと推測され

ます。

　これ以外に、勉強会全体に関する下記の３つのアンケ

ートについても実施しています。

　４．今回の内容全般についての質問事項

　５．今後、開催を希望する共同実験や勉強会のテーマ

　６．勉強会の開催全体の感想や意見

　アンケート４と６では、「とても分かりやすい説明でし

た。ありがとうございます。」「臭気分析の基礎から応用

まで学べ勉強になりました。」「新しい手法等が知れてと

ても楽しかったです。」などの記載が多くあり、概ね参加

者には、参考になった勉強会になったと思われます。

　アンケート５では、「今後、実施する共同実験や勉強

会」についてもアンケートを実施しています。今回の参

加者の多くが「臭気」や「悪臭物質」などの分析担当者

と思われますが、「ＨＰＬＣやＬＣ／ＭＳ」「ＧＣ、ＬＣのサ

ンプリングのコツ」や「イオンクロマトの勉強会」といった

機器分析の勉強会を希望される傾向がありました。中

には、「化学物質のリスクセスメント」や「細菌試験」とい

ったものを希望されていますが、大気・臭気ＷＧでは、

対応が難しいと思われます。また、ジーエルサイエンス

様に対しての質問事項が何点かありましたが、ジーエ

ルサイエンス様からご回答をいただくことができましたの

で、愛環協ＨＰ内に回答内容を掲載する予定です。こ

れら以外にも貴重なご意見があり、大気・臭気ＷＧで

は、今後の委員会活動の参考にさせていただこうと考

えています。

　平成３１年度の大気・臭気ＷＧの活動についても報告

させていただきます。大気・臭気ＷＧの勉強会は、引き

続き「臭気」の共同実験の開催を考えています。実際に

ある事業所をお借りし、敷地境界付近でサンプリングを

含む臭気指数による敷地境界上の規制に準拠した共
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　３月２５日にウィルあいち（愛知県女性総合センター）

において愛環協・日環協中部支部主催の特別企画セミ

ナーが開催されました。プログラムは３部構成で、分析

業界を取り巻くトピックスから、日環協及び愛環協の内

外における活動事例の紹介まで、幅広いテーマで講演

が行われ５２名が参加しました。

　第１部の「計量証明事業所への立入り検査について

～最新情報～」では、愛知県産業労働部商業流通課よ

り愛知県計量センター主幹の伊藤和之氏を迎え、立入

検査の最新情報についてご講演いただきました。概要

では、立入検査の趣旨や過去の実例に触れ、法令違

反や事件・事故の未然防止の観点から、目的や方法、

検査結果と改善措置までの実施要領についての説明

がありました。また、検査の要点を挙げたチェックシート

に基づく指導事項の紹介では、具体例を挙げて注意を

喚起していただき、さらに、講演の最後には、年度終了

後の「計量証明事業者報告書」や登録申請書の「変更

届」の提出についてお知らせがありました。

　第２部の「計量証明書の電子交付サービス[ｅ－計量]

の進捗情報について」では、日環協顧問の田中正廣氏

より、計量証明書の電子化への流れについて全国各社

の取り組み状況の紹介やｅ－計量の概要説明がありま

した。電子発行の普及の課題・効果について、行政（発

注）側での課題と計量証明事業所側の問題点を挙げ、

コスト削減等の効果に対する分析業界の着眼の遅さに

気付かされる内容でした。講演の最後に、２０１９年５月

１５日には、ＪＥＤＡＣ（一般社団法人日本ＥＤＤ認証推

進協議会）主催の定例セミナーが、東京のシステムプラ

ザ株式会社講堂で開催される予定との紹介がありました。

　続けて「ヘリウムガスの世界的供給不足問題への対応

について」と題して、アジレント・テクノロジー株式会社

分析機器営業統括部門の石川隆一氏、株式会社島津

製作所分析計測事業部の平松良朗氏より、それぞれヘ

リウムガス消費量の削減対策や代替ガスへの切り替え

の際に注意すべき事項やアプローチの手法について、

フローチャートを用いて実例に即した説明がなされました。

　第３部の「ｅラーニングの活用紹介」では、再び日環協

顧問の田中正廣氏より、日環協ＷＥＢ・広報委員会が提

供する、環境計量士国家試験の過去問題をＷＥＢ上で

学習できるツールの紹介がありました。協会員の各社に

おいても有資格者数の獲得に苦心していますが、試験

の出願者数、受験者数、合格者数のいずれも減少傾向

にある現状を受けて積極的な活用が望まれます。

　最後に、「災害緊急時における愛環協の役割につい

て」では、愛環協災害緊急時対応委員長の林昌史氏よ

り、愛知県を始めとする自治体との協定について、その

目的や意義について改めて説明がなされました。また、

災害協力認定会員の新規申し込み及び更新の案内

と、災害時の連絡実施体制について、さらに、調査訓

練を始めとする具体的な活動事例の紹介がありました。

　平成３０年度を締めくくるにふさわしい多彩なテーマ

について、それぞれ身近で具体的な課題解決策をご提

示いただき、自社の在り様を見つめ直す良い機会にな

りました。

平成３０年度 特別企画セミナー 報告

一般財団法人東海技術センター　　飯沼 貴浩

企画・対外交流委員

日環協　田中顧問伊藤 和之 様

石川 隆一 様 平松 良朗 様

同実験を予定しています。今までにない現場作業を含

む共同実験を実施しますので、会員の皆様の多数のご

参加をお待ちしてしております。

　最後になりましたが、今回の勉強会を開催するにあた

り、ジーエルサイエンス株式会社様のご協力により充実

した勉強会が実施できたことを心より感謝申し上げま

す。講師をしていただきました、総合技術本部カスタマ

ーサポートセンター田村好様、名古屋営業所本間光祐

様、どうもありがとうございました。
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環境・時の話題

「変わるキログラムの定義」

１．はじめに　　　

　今年の５月から「キログラム」の定義が、ほぼ１３０年ぶり

に変わります。これまでは、世界にただ一つの白金イリジ

ウム合金製の標準分銅の質量によって定義されていまし

た。これからは、基礎物理定数の一つである「プランク定

数」によって定義されるようになります。

　昨年の秋に、はかることの基本的な取り決めを行う国際

度量衡総会で、新しい定義が採択され、新聞やニュース

で紹介されました。環境計量にたずさわるわれわれも含

めて世の中の人には何の影響もない話のようですが、今

回はこの話題について紹介します。

２．測るとは？

　私たちの普段の生活には、ありとあらゆる測る場面があ

ります。私は、毎朝、携帯の時計で時間を確認し起き、

パジャマから着替えるときに体重計にのります。会社で

は、排水のpHやDOを測定したりする人もいます。それら

の測定結果は、それをもとに自分が何かを判断したり、

他の人に利用されたりします。

　測定結果は、「度合い」×「単位」で表されます。身長

１．７２メートルであれば、１．７２が測定対象の度合いで、

メートルが単位です。つまり、単位の何倍に相当するかと

いうことです。誰が、どこで測っても、その結果を比較す

るためには、単位が統一されていないといけません。

３．単位の起源

　人類は昔から、お互いに共有できる基準として、体の

部位や、身近な自然物を利用してきました。古代エジプ

トでは、王（ファラオ）の「ひじから中指の先までの長さ」を

「キュービット」という長さの単位にしていたそうです。

「尺」は親指と人差し指を広げた長さ、「フィート」は足の

大きさだったといわれています。

　古代ギリシャでは、豆一粒（約０．２グラム）の質量を「カ

ラット」という質量単位にしていました。カラットは今日で

も宝石の大きさ（質量）を表すときに使われています。「イ

ンチ」の起源は大麦３粒分の長さという説があります。

４．定義と原器

　単位を共有しようとしたときには、その社会で受け入れ

られる決まり事にする必要があります。この決まり事を単

位の「定義」と呼びます。その定義により、実際に形づく

られた器物を「原器」といいます。

　キュービットの例では、ファラオの前腕の長さを「定義」

とし、それに相当する長さを花崗岩に刻み、長さの基準

とされました。この花崗岩の標準が「原器」になります。そ

してピラミッドを建設する作業者に、原器をもとにした木

のコピーが与えられました。こうすることで、ピラミッド建設

の末端における測定結果が、必ず定義に基づいた単位

の何倍であるか、という計測の基本が維持されました。

　ちなみに作業者が使う木のコピーは、満月のたびに花

崗岩に刻まれた基準と比較して、狂いがないか確認した

そうです。このように定期的に原器と比較して狂いがない

かを確認することを「校正」といいます。

５．メートル法の誕生

　単位の制度の生い立ちは、貨幣制度に似ています。ど

ちらも、昔から統治者が権威を示す手段として用いてき

ました。同時に、徴税や測量など統治に関わる重要な道

具でした。その結果、国や時代により様々な単位が使わ

れてきました。

　しかし、工業化が進み、市民階級での経済活動が活発

になるのと同時に、自然科学の発達により合理的思想が

普及してきた１８世紀のヨーロッパで、誰もが共通して使

える普遍的な単位系が検討され始めます。そんな中、そ

れまでの様々な社会制度を旧弊として打破するフランス

革命期のフランスでメートル法が生まれました。これが今

日ではすっかり浸透したメートルやキログラムという単位

です。

６．メートルの起源

　メートルは地球の子午線の長さを基に決められました。

フランス本土最北端のダンケルクから、パリを貫き、スペ

インのバルセロナまでの距離（約１０００キロメートル）を

測量しました。この２点間の距離（緯度差約９度）の１０倍

（９度×１０＝９０度）が、北極点から赤道までの子午線の

長さになります。そして、「北極点から赤道までの子午線

の長さの１０００万分の１」を基本的な長さ（１メートル）に

し、金属製のものさしを原器として作り、基準にしました。

　測量したダンケルクからバルセロナまでの距離が

　１０００キロメートル

　→　１００００００メートル[１００万メートル]

　→　その１０倍が北極点から赤道までの子午線が

　　　　１０００万メートル

　→　子午線[１０００万メートル]の１０００万分の１が

　　 　１メートル

　ちなみに「測ること」に相当するギリシャ語の「メトロン」

からメートルという名称に決まりました。

７．キログラムの起源

　フランスではじまったメートル法では、キログラムは水

１リットル（０．１メートル×０．１メートル×０．１メートル）の

質量と定められました。なお、当時の温度制御の技術で

は水の体積を一定に保つことは困難であったため、実際

には、だいたい１リットルの水に相当する質量を白金製
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の分銅に置き換えて、それを「キログラム原器」として基

準にしました。

　ちなみに、グラムはギリシャ語の「小単位」「１文字」を意

味する「グラマ」に基づいています。このとき同時に、接

頭語の「キロ」も定められました。なお、キロ、メガ、ギガ、

テラの漢字表記と由来となったギリシャ語の意味は次の

通りです。

　キロ　→　千　　→　「１０００」

　メガ　→　百万　→　「大きい」

　ギガ　→　十億　→　「巨人」

　テラ　→　一兆　→　「怪物」

　また、マイクロとピコは「小さい」、ナノは「小人」というギ

リシャ語に由来します。

８．原器の作成と配布

　そして、１８７５年に、ヨーロッパ各国が参加しメートル条

約が締結されます。フランスの原器の値を継承し、新た

にメートル原器とキログラム原器が製作されることが決ま

りました。

　原器は、１８８９年に、イギリスの貴金属材料メーカーの

ジョンソン・マッセイ社により、白金とイリジウムの合金で

つくられました。はじめに、メートル原器３０本と、キログラ

ム原器４０個がつくられました。その中で、最もフランスの

原器との差が少なかったものが一つずつ選ばれ、「国際

メートル原器」と「国際キログラム原器」となりました。

　残りの原器は、条約加盟各国に配布されました。日本

にも配布された原器は、国際原器のコピー原器として

「中央度量衡器検定所：現在の産業技術総合研究所・

計量標準総合センター」で厳重に管理され、日本国キロ

グラム原器は、いまでも日本国内における質量の標準と

して使われています。

　なお、メートル原器は、１９６０年にメートルの定義が、

光の波長を用いたものに変わり、その役割を終えまし

た。そして現在は、日本の近代化における歴史的・学術

的価値の高さが評価され、重要文化財に指定され、大

切に保管されています。

９．物理的な定数による基本単位系の定義

　ところで、国際単位系の７個の基本単位の定義の概要

は次の通りです。

　長さ：メートル　　→　光の速さ

　質量：キログラム　→　国際原器

　時間：秒　　　　　→　セシウム原子の物質定数

　電流：アンペア　　→　磁気定数

　温度：ケルビン　　→　水の物質定数

　物質量：モル　　　→　炭素原子の物質定数

　光度：カンデラ　　→　視感効率

　これらの中で、キログラム以外の６つの基本単位は、物

理法則にあらわれる「基礎物理定数」や、原子・分子の

性質をしめす「物質定数」によって定義されるにようにな

っています。これは、物理的な定数による定義は不変的

なもので、経年劣化による変動の管理等が大変な原器

を用いた定義よりも優れているためです。

　物理的な定数による定義には、ほんの一瞬の短い時間

や、原子や分子レベルのごく短い距離を正確に測定する

技術が必要です。それらの技術の進歩により、例えば、

１メートルは、「光が真空中を約３億[２億９９７９万２４５８]

分の１秒の間に進む距離」と定義されるようになりました。

１０．キログラムの再定義

　原器により定義された唯一の基本単位である、国際キ

ログラム原器は、文字通り世界のキログラムを決めるただ

一つの分銅です。もしこの分銅の質量が揺らいでいると

したら、すべての質量測定がそれにつられて変動してし

まうことになります。当初、１０万年もつと目されましたが、

１８８９年から１００年以上を経るにつれて、表面に不純物

が付着するなどの影響により、ごくわずかですが、質量

（指紋１個分の皮脂量：５０マイクログラム程度）が変わっ

ていることがわかってきました。

　長年にわたる国際的な多くの研究の結果、基礎物理量

の一つである「プランク定数」を使って、キログラムを定義

できるようになりました。プランク定数は、光のエネルギー

や速度などを介して、質量と関連づけることができます。

逆に考えると、プランク定数の正確な値が与えられれ

ば、計算から１キログラムを間接的にあらわすことができ

ます。

　プランク定数の測定には、日本をはじめ各国の最先端

の測定技術をもつ研究機関が携わりました。高純度のシ

リコンの直径を測定し、体積を精密に求め、それからプラ

ンク定数を割り出しました。

　この新しいキログラム単位は、２０１９年５月２０日の世

界計量記念日（５月２０日は１８７５年のメートル条約成立

の日です）から施行されます。キログラムの定義が見直

されるのは、キログラムのコピー原器が各国に配布され

た１８８９年以来１３０年ぶりです。

　また、同じ日に、キログラム以外の３つの基本単位につ

いても、次の基礎物理定数による定義に変わります。

　アンペア：磁気定数　　　　→　電気素量

　ケルビン：水の物質定数　　→　ボルツマン定数

　モル：炭素原子の物質定数　→　アボガドロ定数

１１．参考文献

　・「新しい１キログラムの測り方」

　　臼田孝　講談社ブルーバックス

　・日本経済新聞　２０１８年１２月２１日付け

文責：大場恵史
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【環境月間講演会】
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令和元年５月２４日（金）　　プリンセスガーデンホテル

令和元年６月１３日（木）　　日本特殊陶業市民会館　

令和元年６月２１日（金）　　日本特殊陶業市民会館

令和元年７月１１日（木）　　日本特殊陶業市民会館　　

　平成最後の「あいかんきょう」の表紙には、春を告げる菜の

花を採用しました。春は、新入社員や異動する人、また卒業

する人など多くの方が新しいことにチャレンジする季節で

す。この広報誌を手に取った方が鮮やかな表紙を見てさあ

頑張ろうと元気になることを願っています。

　最後に、 お忙しい中、 原稿を執筆して頂いた皆様にお礼

申し上げます。次回からは元号も替わり、 少しずつ時代に

合わせて変わってゆく愛環協を紹介できそうです。これから

も皆様の活動や情報を判り易く伝えて参りますので、 どうか

よろしくお願い申し上げます。
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杉本 利幸

編集後記 （田村励治）

平成３１年度　「環境に関する喚起標語」　入選作品・入選者紹介
（作品テーマ ：  環境計量における信頼性の確保）

（入選作品は氏名の五十音順）

作 品 所 属 氏 名 

特選  正しく計量 厳しく管理 未来を守る環境計量  株式会社東海分析化学研究所  坂部 文孝 

入選  高めよう信頼性 正しい手順と正しい操作  株式会社環境科学研究所  伊藤 智 

入選  問題見つけて しっかり是正 技能磨いて信頼確保  株式会社環境科学研究所  大西 卓宏 

入選  確かな技術 正しい手順 誇れる人材 重ねて高める信頼性  株式会社環境科学研究所  貝川 裕一 

入選  計量の信頼性は日々の点検の気づきから  株式会社愛研  加藤 良樹 

入選  確かな計量で 信用守り 大きく育てる 社会の信頼  豊田ケミカルエンジニアリング株式会社  桑原 新介 

入選  手順を守って 正しく計量の積み重ね  サンエイ株式会社  鈴木 真由美

入選  妥協ない精度管理で育む技術、得られる信頼  株式会社イズミテック  高橋 哲哉 

入選  整理整頓は 正確な計量の第一歩  株式会社環境科学研究所  飛田 夏子 

入選  基本の点検積み重ね 精度と安全向上し 得られる成果は信頼・信用  一般財団法人東海技術センター  新美 康太 

入選  計量の未来を繋ぐトレーサビリティ 記録と管理で築く信頼  サンエイ株式会社  平家 正佳 

　平成３１年３月末をもって愛環協

を退任となりました。 在職中は会

員の皆様方には大変お世話にな

りありがとうございました。 ２年は

短い期間でしたが色々助けてい

ただきながら多くの経験をさせて

頂きました。 創立４０周年事業や

日環協 ・経営者セミナーの開催

事務局長　退任挨拶

年にも当たってしまい、 忙しい中にも楽しませていただきま

した。 様々な事業を通じて、 環境計量業界の信頼維持や

人材育成等のため、 弛まぬ取組が伝わってきます。 難し

い内容が多いのですが、 参加者や講師の方の集中力に

は、 圧倒させられます。 一方で総会や理事会、 委員会

やブロック会議、 研修会などがよい交流の場をしていること

にも感心し、 そこにも気楽に参加させていただきました。

　いずれにしましても、 会員の皆様と様々な事業に関われ

ましたことに大変感謝しています。 最後に協会と会員の皆

様の一層の発展を祈念しまして、 御礼の言葉に代えさせ

ていただきます。 ありがとうございました。


